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2 級河川中島川の河口付近において明治時代の長崎県最大の土木工事である第 1 次長崎港改修工事がなされてお

り、この時に築造された石積護岸が一部現存している。長崎大水害を契機として始まった中島川改修工事により当

該石積護岸の改修工事を行うこととなった。長崎県が立ち上げた工程会議及び施工監理において、学識経験者・有

識者をはじめ、施工業者、コンサルタント、文化財発掘調査受注者、関連工事施工者等の多数の関係者に参加いた

だき、工程調整をはじめとして石積護岸の施工方法の議論・決定や各工事間の取り合い調整など、さまざまな調整

を行い、歴史的・文化的価値の高い当該石積護岸を、その価値を損なわないようにしつつ現代の土木工法により施

工することに成功した。
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1.はじめに

長崎県が管理している2級河川中島川の河口付近に、

明治時代における長崎県最大の土木工事であった第 1

次長崎港改修工事により築造された石積護岸が一部現

存している。

長崎大水害を契機に整備が始まった中島川河川改

修事業により、この歴史的・文化的価値が高い石積護

岸を、その価値を損なわないようにしつつ現在運用さ

れている基準等を満たすよう現代の土木工法にて施工

することに成功した（写真1）。

写真 1 工事個所全景

2.中島川河川改修工事と中島川変流工事

（1）長崎大水害と中島川河川改修工事

中島川の流域は古くからたびたび洪水被害に見舞

われてきたが、なかでも我が国の観測史上最大の時間

雨量187mmを記録し、長崎市を中心に死者・行方不明

者合わせて299名、被害総額3,150億円という大惨事

をもたらした1982年（昭和57年）7月23日の「長崎

大水害」により、石橋の流失、周辺家屋の倒壊及び広

範囲にわたる家屋浸水など甚大な被害を受けた。この

災害を契機に、当時水道専用ダムであった西山ダム、

本河内高部ダム及び本河内低部ダムを多目的化する事

業を実施したほか、中島川河川改修工事として河道改

修による治水対策を実施することとなった。

（2）明治時代の中島川変流工事

幕末から明治初期、幕末の混乱や明治初期の内乱な

ど政治が不安定な状況の中、長崎港の管理が十分にで

きない状況となり、しだいに中島川上流から流下した

土砂が河口部で堆積し、時間とともに広大な干潟を形

成した。その結果、外国船が長崎港へ接近できなくな



図 1 長崎港の土砂堆積

った（図1）。

このため長崎県は 1878年（明治 10 年）8 月に明治

政府に長崎港の調査を要請し中島川変流工事を行った。

中島川変流工事は、中島川から送流される土砂を、

出島正面（旧県庁側）を通って港の不要部分に流出さ

せ、新しい河川を掘削する工事であり、1882年（明治

15年）に設計された。

変流前の中島川河口部は直進して長崎港へ流入し

ていたが、これを出島の正面（旧県庁側）に屈曲させ

て、河川の付け替えと拡幅を行った。拡幅において出

島側を18ｍ～20ｍ掘削し、同時に旧県庁側の屈曲部は

一部を埋め立てて滑らかな河道を構成し、新河川護岸

は切石で石垣が築かれ、河口の先端には石積の導流提

を構築し水流が円滑に流れるような構造とした（図2）。

中島川変流工事は第1次長崎港改修工事のひとつと

して1887年（明治20年）から1889年（明治22年）

にかけて行われたものであり、第1次長崎港改修工事

は明治時代における長崎県最大の土木工事であった。

3.石積護岸の工事

(1)歴史的石積と現代工法

中島川変流部護岸は一部現存しており、現存箇所は

中島川河川改修工事で改修する箇所にも含まれる。

中島川変流部護岸自体は文化財として指定されて

図 2 中島川変流工事

おらず、文化財保護法による保護対象となっていない

が、第１次長崎港改修工事の唯一の痕跡として現代に

形を残している非常に貴重な護岸であり、その歴史

的・文化的価値は高い。

当護岸の根石を含む下部は中島川変流工事で整備

した石積のままであるが、一方、上部は昭和時代に護

岸背後の土地所有者によって継ぎ足された石積となっ

ており、この部分の歴史的・文化的な価値はない。さ

らに当護岸ははらみ出しや石の抜けが多数ありそのま

までは崩壊の恐れがあるため、長期的に河川管理を行

うために改修する必要があった（写真2）。

当護岸が文化財として指定されていたなら、元の石

材を使用し元の構造である空石積で元の位置・勾配で、

完全に元のとおり復元しなければならない。しかし、

当護岸は埋蔵文化財包蔵地内に存在するものの、文化

財の指定を受けていない。このため工事する場合は現

在運用されている基準等を満たして行う必要がある。

そこで、本工事では現代の土木工法を用いながらも、

歴史的な価値が高い空石積をできるだけ尊重し、明治

時代の石垣の自然な風合いをもつ石積護岸となるよう

写真 2 改修前の石積護岸状況



さまざまな工夫を重ねて施工することとなった。

(2)工程会議と施工監理

当個所では、中島川河川改修工事の他に、埋蔵文化

財発掘調査（長崎振興局発注）、出島表門橋架橋工事（長

崎市道路建設課発注）及び中島川公園整備工事（長崎

市みどりの課発注）が同時期に行われることとなった

ことから、長崎県は工程会議を立ち上げた。

工程会議という名称ではあるが、各工事等の工程調

整だけではなく、石積護岸の施工方法の議論・決定や

各工事間の取り合い調整などを含め、広く石積護岸施

工に係る問題解決を図るための関係者会議として機能

し、工程、施工ヤード、石積護岸の構造、施工方法な

どを議題として月1回以上の会議を開催した。

工程会議には学識経験者・有識者として岡林隆敏

（長崎大学名誉教授）及び松本勝蔣（松本建設（株）、

厚生労働省「現代の名工」）並びに石積現場指導として

藤本昇（（株）藤本石工）にも参加をお願いしてご指導

いただいた（表1）（写真3）。

さらに、現地において施工を指導していただく施工

監理を随時行った（写真4）。工程会議が会議室で行わ

れるもので大きな調整を図るのに対し、施工監理は現

場で石の積み方等の具体的で細かな指導をいただき、

工程会議を補完する役割を果たした。

工程会議は全17回、施工監理は全19回開催し、本

工事及び周辺工事において学識経験者・有識者の意見

を現場に取り入れる重要な場となった。

表 1 工程会議参加者

写真 3 工程会議状況

写真 4 施工監理状況

(3)埋蔵文化財発掘調査と遺構調査

当個所は埋蔵文化財包蔵地であったため工事着手

前に埋蔵文化財発掘調査を行う必要があった。通常の

県施工工事の場合は、県教育庁学芸文化課が発掘調査

を行うところであるが、隣接地において長崎市による

橋梁架橋工事・公園整備工事が行われており、これに

伴う発掘調査が先行して行われていたことから長崎市

出島復元整備室に発掘調査を依頼した（写真5）。

さらに、本工事においては既設石積護岸がどのよう

な内部構造をしているのか不明であったため、石を外

しながら石積の構造を調査・記録する遺構調査を行い

施工に活用する必要があった（写真6）。

このような状況から、①河川改修工事としての既設

護岸撤去工、②石積護岸施工のための遺構調査、③埋

蔵文化財発掘調査を同時並行して行うこととなった。

このため現場では重機を用いた掘削作業や石材の

移動は河川改修工事請負業者が行い、測量を含む遺構

調査及び手作業による発掘調査作業は県が委託したコ

ンサルタントが行い、発掘調査作業の指示、出土品の

■学識経験者・有識者

岡林隆敏（長崎大学名誉教授）

松本勝蔣（松本建設（株）、厚生労働省「現代の名工」）

■石積現場指導

藤本昇（（株）藤本石工）

■石材供給

（有）松山石材

■発注者（県・市）、設計コンサルタント、施工業者、

文化財発掘調査受注者、関連工事施工者 他



写真 5 発掘調査状況

写真 6 遺構調査状況

整理・分析鑑定・保存処理及び発掘調査報告書作成は

県が委任契約した長崎市出島復元整備室が行うことと

なった。

なお、埋蔵文化財発掘調査に関連した費用はすべて

事業者（原因者）負担として長崎県が負担した。

(4)石材

既設石積護岸の石材は遺構調査によりすべての石

材にナンバリングして配置状況を記録した後に撤去し

た（図3）。撤去した石材は明治時代の石材、昭和時代

の石材という時代での視点と再利用可能か不可能かと

いう視点で整理した。

明治時代の石材は、亀裂があり強度が不足している

もの、大きさがあわずどうしても再利用できないもの

等を除きすべて再利用することとし、昭和時代の石材

は価値がないと判断し再利用しないこととした。なお、

再利用しなかった石材は昭和時代の石材を含めて別途

保管した。

できるだけ明治時代の石材を再利用することとし

図 3 既設石積ナンバリング記録

ていたが、どうしても石材が不足するため新材を使用

せざるを得なかった。ただし、薄い石をコンクリート

面に張り付けるのではなく、伝統的な工法で石材を加

工し、１個１個調整して使用することとし、再利用石

材との調和性、強度、コスト、供給量を考慮して諫早

砂岩を選定した。再利用石材との調和性では切り出し

直後の風合いだけでなく、一定期間経過後の風化した

時点の風合いも確認した。切り出し直後は白みを帯び

ているものの再利用石材との色合いには問題なく、風

化後には自然に落ち着いた色調となることから再利用

石材に馴染むことが予想され、これも問題ないと判断

した。

また、新材の加工においては次のフローにより加

工・調整した。

①採石場で大きめのサイズ（50cm×50cm×50cm内外）

に切出し、現場施工ヤードへ運搬。

②現場施工ヤードで合端・控えを大まかに加工。

③施工箇所に並べて前後の石の寸法を考慮しなが

らかみ合うように配置・調整（写真7）。調整後の

最終的なサイズは45cm×45cm×45cm内外とした。

④石材表面を2cm 程度の凸形状となるよう加工（写

真8）。目地部分が直線的にならず自然にうねりが

つくよう調整（写真9）。

(5)石積の構造（基礎）

既設石積の基礎に関する資料がなかったため、３箇

所のトレンチ掘削を行い基礎部の状況を直接確認した

（写真 10）。当初は梯子胴木基礎を想定していたが確

認できず、根石の下には特に基礎となる構造物は見つ

からなかった。

既設石積に基礎構造が存在しないことを踏まえて

基礎の再検討を行ったところ、空石積の上部に練石積



写真7 上段：新材仮配置、下段：再生材仮配置

写真 8 新材の表面加工

写真 9 新材の目地うねり調整

を施工すると荷重が増加し護岸が沈下する恐れがあっ

た。このため高水敷きの天端から下の既設石積を厚さ

40cmの間詰めコンクリートで一体化して基礎とし、さ

らに基礎部の前面及び背面に松杭を打設することで護

岸の安定を図ることとした（図4）。松杭基礎はボーリ

ング調査の結果により支持力計算をして問題ないこと

を確認した。松杭打設時の振動により地盤が乱され既

設石積が沈下する可能性があり、また松杭の打設長や

ピッチを検討する必要があったことから試験打ちを行

い問題ないことを確認した上で施工した。

(6)石積の構造（練石積）

写真 10 トレンチ掘削調査状況

既設構造が空石積であったことから空石積での施

工ができないか検討を行った。

現在の空石積の基準は、「3m 以下の高さにすること

が望ましい。」、「法勾配は1割以上とする。」とされて

おり、施工箇所が「平均高h=3.4m」、「勾配が最大1:0.26

であり急勾配」であることから基準を満たさなかった。

さらに、施工箇所が感潮区間であり吸出しに対する有

効な対策がなく、空洞化の危険性があることから練石

積で施工することとした。

前面に張コンクリートを施工することから滑動し

ないものとし、転倒に対する安定計算を行い練石積の

控長を0.50mとした。

石積は3つの部分で構成されている（図4）。

①根石から高水敷きの張コンクリートまでの既設

石積を触っていない部分（根石の健全性を確認

した上で基礎を間詰めコンクリートにより一体

化して補強し、そのまま使えると判断した。こ

のため護岸法線は変わっていない。）

②高水敷き張コンクリートから上の再利用石材

を積みなおしている部分（既設護岸にはらみ出

し、石の抜けがあったため、河川管理上の必要

性から既設石材を再利用し胴込めコンクリート

を入れて積みなおした。根石付近の勾配と前後

の法線などから明治時代の法勾配を推定して施

工した。）

③最上部の新石材を使用して新設した部分（再利

用石材が不足する部分は、河川管理上必要な護

岸高まで新材を使用して護岸を整備した。）



図 4 石積構造図

(7)水抜きパイプ・目地

現代工法では、コンクリートブロックを胴込めコン

クリートで一体化して護岸を施工するため、護岸背後

の水をスムーズに排水するための水抜きパイプを2㎡

に1箇所の割合で設置することとなっている。一方、

空石積の場合は石の間から自然に排水されるため当然

ながら水抜きパイプは必要ない。当工事においては、

石垣の自然な風合いをもつ護岸となるよう、水抜きパ

イプを石材の合端の奥に設置して表から見えないよう

に工夫した（写真 11）。また、パイプからの日常的な

排水により石材が不自然に変色する可能性があるため

高水敷の高さにあわせて設置することで石材の変色を

防ぐ工夫を行った。

胴込めコンクリートに必要な目地（樹脂発泡体目地

板）も同様に合端の奥に設置して表から見えないよう

に工夫した。また、胴込めコンクリートを石材前面ま

で施工すると合端からコンクリートが漏出するため、

バックアップ材を使用して漏出防止を図った（写真

12）。

写真 11 目地奥に設置された水抜きパイプ

4.おわりに

本工事は 2015年（平成27年）6月に止水矢板の施

工から始まり、工程会議によりさまざまな調整を行い、

学識経験者・有識者の意見を取り入れ、途中、発掘調

査で想定外の階段遺構が見つかりどのように残すか、

根石の高さが異なる部分をどのように調整するか、と

いった数えきれないほどの議論を積み重ねながら施工

を行い2017年（平成29年）6月に完成した。（写真13）

江戸時代における出島は国指定重要文化財である

ことからその歴史的・文化的価値の高さは論をまたな

いが、現在の出島は周辺が埋め立てられ「島」ではな

くなっている。これについて長崎大学名誉教授の岡林

先生は、「長崎港が埋め立てや港湾整備を行ってきた歴

史によるものであり、その時代の人たちが一番良いと

思って造った、社会的必然性があってなされた」と指

摘している。今回の整備もこれまでの歴史と同様に社

会的必然性があってなされたものであり、長崎の歴史

を後世に伝える「しるし」のひとつとなった。

謝辞：本工事の施工にあたり、長崎大学名誉教授の岡

林先生から大変熱心にご指導をいただきました。ここ

に感謝の意を表します。

写真 12 目地奥に設置されたバックアップ材

写真 13 完成した石積護岸


